













学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 第 483 2 ?E玉コ
学位授与の日付 昭和 55 年 2 月 27 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 船舶の波浪中推進性能に関する研究
論文審査委員 教(主査授) 中村 彰一


























第 7 章では，以上の成果の上に立って実船の試算例として，長さ 175mの高速コンテナ船を対象に各
種の計算を実施し，本論文の具体的応用例を示している。
第 8 章は結論で，本研究で得られた成果をまとめるとともに将来への展望を示している。
論文の審査結果の要旨
波浪中における船速低下及び推進性能は船舶の航海性能の判断の基礎となるとともに，船体に働く
波浪荷重の推定等に対しでも大きな影響を与えるもので推定計算法の確立及びその精度向上は極めて
重要で、ある。
本論文は，波浪中を航行する船舶の挙動を実際の運航状態に則して推定するためには船舶を船体・
プロペラ・主機及び操船者の 4 つの機能別ブロックに分類し，各機能を表現している諸特性とともに
相互の関係を規定する各係数を精度よく求め，それらを総合して考察する必要があることを提唱し，
与えられた海況下における船速低下及びその状態における推進性能の精度高い推定計算法の展開を試
みたものである。
またこれに関連して，各機能別ブロックの特性の理論的計算法について検討するとともに，規則波
中及び不規則波中の抵抗・自航試験，波浪中及び強制動揺状態のプロペラ単独試験と船尾流場の計測
等多種類の実験的研究によりその検証を行っている。更にこれらの成果の上に立って，船速低下の総
合的推定計算法による数値計算結果を模型実験結果と比較し，その実用性及び精度の向上を確かめる
とともに実船への適用について考察を行っている。
以上の研究成果は，船舶の耐航性能を究明する上で新しい知見を与えたものであり，造船学の進歩
に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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